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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第71期
第２四半期
連結累計期間

第72期
第２四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年12月31日

売上高 (百万円) 12,519 12,321 24,792

経常利益又は経常損失（△） (百万円) △147 305 △54

四半期純利益又は四半期(当期)
純損失（△）

(百万円) △220 397 △229

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △179 509 △163

純資産額 (百万円) 7,579 8,082 7,585

総資産額 (百万円) 19,750 19,231 19,519

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期(当期)純損失金額（△）

(円) △3.19 5.74 △3.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 37.8 41.5 38.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 295 543 338

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △13 1,254 △187

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △527 △920 △439

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,459 2,285 1,402

　

回次
第71期
第２四半期
連結会計期間

第72期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

１株当たり四半期純利益金額　又
は四半期純損失金額（△）

(円) △1.54 3.58

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

　
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当グループが将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状

況には、以下のようなものがあります。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当グループが判断したもの

であります。

・継続的な営業損失について

当グループの業績は長きにわたり継続して営業損失を計上しておりましたが、当第２四半期連結累計期

間（平成25年１月１日～平成25年６月30日）においては、粗利益優先の営業方針の徹底のもと、値引率・原

価率の管理強化に努めたこと等により営業利益を計上しました。しかしながら、個人消費の低迷、低価格志

向等により同業他社との価格競争が厳しくなることや、円安による原材料・燃料の価格上昇の影響も懸念

され、厳しい経営環境が継続するものと予想されますので、引き続き企業経営に影響を与える重要事象等が

存在しております。

　資金面につきましては、当面の運転資金については充分に確保されております。また、収益面につきまして

も、長年の赤字体質から脱却するために、業績早期改善計画に従った各諸施策を確実に実行し、収益構造の

変革を達成する所存であります。

　これにより、平成25年度（平成25年１月１日～平成25年12月31日）においても、黒字転換を図る所存であ

ります。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当グループが判断したもので

あります。

   １．提出会社の代表者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する分析・検討内容

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権の経済政策への期待から株価の上昇、円高

の是正が見られ、景気回復の兆しが見え始めました。しかしながら、欧州の財政問題や新興国経済の成

長鈍化を背景に、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

  食品業界では、消費者の低価格志向が継続する一方で、円安の影響による輸入原材料の価格上昇など

もあり、厳しい状況が続いております。

  このような環境下、当グループでは基本方針に「全員の力で黒字化達成！」と「ルールの確認と徹

底！」を掲げ、長年の赤字体質からの脱却と早期の営業黒字化に向けて取り組んでまいりました。３年

前より導入を始めた、ＴＰＳ（Toyota Production System：トヨタ生産方式）活動の成果が定着し始

めたことにより、品質の安定化と生産効率の改善が進みました。また、営業戦略・販売戦略を営業員の

一人ひとりまでに徹底することで、売上と利益の確保に努めました。  

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は12,321百万円（前年同四半期比1.6％の減少）と

なりました。営業損益は、粗利益優先の営業方針の徹底のもと、値引率・原価率の管理強化に努めたこ

と等により244百万円の利益（前年同四半期は208百万円の営業損失）を計上し、経常損益につきまし

ては、賃貸収入など営業外収益が155百万円で支払利息など営業外費用95百万円を計上した結果305百

万円の利益（前年同四半期は147百万円の経常損失）、四半期純損益は固定資産売却益151百万円など

により397百万円の利益（前年同四半期は220百万円の四半期純損失）となりました。

なお、当グループは、食品事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載は省略しており

ます。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、売掛金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ

288百万円減少し、19,231百万円となりました。負債につきましては、短期借入金の減少などにより、前

連結会計年度末に比べ785百万円減少し、11,149百万円となりました。また、純資産は、四半期純利益な

どにより前連結会計年度末に比べ496百万円増加し、8,082百万円となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年

度末に比べ883百万円増加し、2,285百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の資金収支は、仕入債務の減少100百万円などを計上し

ましたが、税金等調整前四半期純利益456百万円、減価償却費331百万円、売上債権の回収109百万円など

により543百万円の資金を得ることができました。

　なお、前第２四半期連結累計期間に比べ247百万円の収入の増加となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の資金収支は、賃貸固定資産の売却による収入1,389百

万円、有形固定資産の取得による支出128百万円などにより1,254百万円の収入となりました。

　なお、前第２四半期連結累計期間に比べ1,268百万円の収入の増加となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の資金収支は、借入金の返済額822百万円などにより

920百万円の支出となりました。

　なお、前第２四半期連結累計期間に比べ392百万円の支出の増加となりました。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、63百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　
   ２．事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は

改善するための対応策

  ・継続的な営業損失への対応

当グループは、厳しい経営環境を踏まえ諸施策を実行しておりますが、長年にわたる消費者心理の冷

え込み、競争激化に伴う販売価格の低下などにより継続して営業損失を計上しておりました。当第２四

半期連結累計期間においては営業利益を計上いたしましたが、引き続き業績早期改善計画に従った不

採算アイテムの徹底した見直しに伴う製造ラインの統廃合施策、ＴＰＳ活動による製造ラインの不良

率低減、歩留率向上、可動率（べきどうりつ:動かす必要がある時に、どれぐらい動かせているか）の向

上、物流費削減施策などの諸施策を継続実施してまいります。更にＴＰＳ活動を全部門に展開し、営業

活動の効率化、ポケモンパンの拡販施策、更なるコスト削減策を図ってまいります。また、全社を挙げて

商品力、商品開発力、ブランド力を強化するためにプロジェクトを組織し、このような各諸施策を確実

に実行し収益構造の変革を達成する所存であり、結果として継続的な営業損失の解消に対処すること

としております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 132,000,000

計 132,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 69,299,00069,299,000
東京証券取引所
(市場第一部)

・権利内容になんら限定のない
当社における標準となる株式
・単元株式数1,000株

計 69,299,00069,299,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

─ 69,299 ─ 3,305 ─ 3,659

　

EDINET提出書類

第一屋製パン株式会社(E00377)

四半期報告書

 6/20



　

(6) 【大株主の状況】

　

平成25年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

豊田通商㈱ 愛知県名古屋市中村区名駅４─９─８ 23,146 33.40

細貝理栄 東京都大田区 6,665 9.61

細貝隆志 東京都大田区 5,624 8.11

㈱みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１─１─５ 2,379 3.43

昭和産業㈱ 東京都千代田区内神田２─２─１ 1,456 2.10

日本製粉㈱ 東京都渋谷区千駄ヶ谷５─27─５ 1,420 2.04

野村證券㈱ 東京都中央区日本橋１─９─１ 949 1.36

日本興亜損害保険㈱ 東京都千代田区霞が関３─７─３ 945 1.36

三井住友信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内１─４─１ 921 1.32

むさし証券㈱ 埼玉県さいたま市大宮区桜木町４─333─13 799 1.15

計 ― 44,305 63.93
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 58,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式 　

69,113,000
69,113 ―

単元未満株式 普通株式 128,000 ― ―

発行済株式総数 69,299,000― ―

総株主の議決権 ― 69,113 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,000株(議決権１個)が含まれておりま

す。

２　「単元未満株式」には当社所有の自己株式831株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年６月30日現在

所有者の氏名
  又は名称

所有者の住所
自己名義
 所有株式数
 (株)

他人名義
 所有株式数
 (株)

所有株式数
 の合計
 (株)

発行済株式
 総数に対する
 所有株式数
 の割合(％)

(自己保有株式)
  第一屋製パン株式会社

東京都小平市小川東町
３─６─１

58,000　　　　─ 58,000 0.08

計 ― 58,000　　　　─ 58,000 0.08

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　
　

　

EDINET提出書類

第一屋製パン株式会社(E00377)

四半期報告書

 8/20



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,491 2,374

受取手形及び売掛金 3,288 3,179

商品及び製品 58 82

仕掛品 30 23

原材料及び貯蔵品 302 252

繰延税金資産 20 40

未収入金 94 234

その他 130 126

貸倒引当金 △6 △4

流動資産合計 5,408 6,310

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,884 2,806

機械装置及び運搬具（純額） 2,587 2,574

工具、器具及び備品（純額） 158 146

土地 2,451 2,451

リース資産（純額） 485 426

建設仮勘定 12 9

有形固定資産合計 8,578 8,414

無形固定資産 98 90

投資その他の資産

投資有価証券 743 912

賃貸固定資産（純額） 4,556 3,379

その他 138 127

貸倒引当金 △3 △3

投資その他の資産合計 5,434 4,415

固定資産合計 14,111 12,921

資産合計 19,519 19,231
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 929 829

短期借入金 5,400 4,558

リース債務 137 137

未払消費税等 20 81

未払費用 1,030 1,174

未払法人税等 60 56

賞与引当金 28 74

その他 155 186

流動負債合計 7,763 7,097

固定負債

リース債務 211 143

繰延税金負債 716 772

退職給付引当金 2,640 2,550

長期預り金 505 486

資産除去債務 97 98

固定負債合計 4,170 4,051

負債合計 11,934 11,149

純資産の部

株主資本

資本金 3,305 3,305

資本剰余金 3,659 3,659

利益剰余金 427 824

自己株式 △8 △9

株主資本合計 7,383 7,780

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 95 201

その他の包括利益累計額合計 95 201

少数株主持分 107 101

純資産合計 7,585 8,082

負債純資産合計 19,519 19,231
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 12,519 12,321

売上原価 9,192 8,646

売上総利益 3,326 3,674

販売費及び一般管理費 ※1
 3,534

※1
 3,430

営業利益又は営業損失（△） △208 244

営業外収益

受取利息及び配当金 13 11

賃貸収入 126 115

その他 29 29

営業外収益合計 169 155

営業外費用

支払利息 58 54

賃貸費用 41 31

その他 9 9

営業外費用合計 109 95

経常利益又は経常損失（△） △147 305

特別利益

固定資産売却益 － 151

投資有価証券売却益 2 －

特別利益合計 2 151

特別損失

固定資産除却損 2 －

投資有価証券評価損 2 －

特別損失合計 5 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△150 456

法人税、住民税及び事業税 57 72

法人税等調整額 7 △19

法人税等合計 65 52

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△215 403

少数株主利益 4 6

四半期純利益又は四半期純損失（△） △220 397
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△215 403

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 36 105

その他の包括利益合計 36 105

四半期包括利益 △179 509

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △183 503

少数株主に係る四半期包括利益 4 6
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△150 456

減価償却費 439 331

退職給付引当金の増減額（△は減少） △71 △89

賞与引当金の増減額（△は減少） △13 45

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △2

受取利息及び受取配当金 △13 △11

支払利息 58 54

投資有価証券売却損益（△は益） △2 －

投資有価証券評価損益（△は益） 2 －

固定資産売却損益（△は益） － △151

固定資産除却損 2 －

売上債権の増減額（△は増加） 249 109

たな卸資産の増減額（△は増加） 62 32

前渡金の増減額（△は増加） － 4

仕入債務の増減額（△は減少） △157 △100

未払消費税等の増減額（△は減少） △96 61

未払費用の増減額（△は減少） 157 143

その他 △34 △21

小計 432 861

利息及び配当金の受取額 13 11

利息の支払額 △57 △53

法人税等の支払額 △93 △275

営業活動によるキャッシュ・フロー 295 543

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △93 △128

有形固定資産の売却による収入 － 1

有形固定資産の除却による支出 △0 △1

無形固定資産の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の取得による支出 △5 △5

投資有価証券の売却による収入 85 －

賃貸固定資産の売却による収入 － 1,389

その他 0 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △13 1,254
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △402 △822

長期借入金の返済による支出 △40 △20

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △50 △65

長期割賦未払金の支払額 △10 －

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △0

少数株主への配当金の支払額 △25 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー △527 △920

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △244 883

現金及び現金同等物の期首残高 1,704 1,402

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,459

※1
 2,285
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【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

(機械及び装置の減価償却方法の変更)

当社及び連結子会社における機械及び装置の減価償却方法について、従来、定率法を採用しておりま

したが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更いたしました。

この変更は、当グループの経営環境が厳しさを増す中で、平成25年１月より、新たな経営目標を再構

築し、収益構造の見直しとして収益改善３カ年計画を策定したことを契機に、設備投資の方針を見直し

た結果、今後の設備投資は既存設備の維持更新投資が中心となり、長期安定的に稼働する状況が見込ま

れるため、耐用年数にわたり均等償却により費用配分を行うことが、機械及び装置の実態をより適切に

反映できるものと判断したこと、また、グループの会計方針を統一するため、従来の償却方法を見直し

定額法を採用することにいたしました。

この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ80百万円増加しております。

　
【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
 至　平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
 至　平成25年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運送費　　　　　　　　1,629百万円 運送費　　　　　　　　1,587百万円

給料及び諸手当　　　　　728 給料及び諸手当　　　　  721

賞与引当金繰入額　　　 　59 賞与引当金繰入額　　　   56

退職給付費用　　　 　　　37 退職給付費用　　　 　　  37

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
 至　平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
 至　平成25年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,548百万円

預入期間が３か月超の定

期預金
△89

現金及び現金同等物 1,459
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,374百万円

預入期間が３か月超の定

期預金
△89

現金及び現金同等物 2,285

 

　

EDINET提出書類

第一屋製パン株式会社(E00377)

四半期報告書

16/20



　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　　Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

　　　当グループは、食品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

　　Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

　　　当グループは、食品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

 １株当たり四半期純利益金額
 又は四半期純損失金額（△）

△3円19銭 5円74銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益又は四半期純損失（△）(百万円) △220 397

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

    普通株式に係る四半期純利益金額
    又は四半期純損失金額（△）(百万円)

△220 397

    普通株式の期中平均株式数(千株) 69,243 69,241

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月14日

第一屋製パン株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　坂　　田　　純　　孝　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　下　　田　　琢　　磨　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一
屋製パン株式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成
25年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一屋製パン株式会社及び連結子会社の平成
25年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
強調事項
会計方針の変更等に記載されているとおり、会社及び連結子会社は、機械及び装置の減価償却方法につい
て、従来、定率法を採用していたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更している。
　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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